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みなさまおげんきですか。もうきょうかいにごミサにこられるので、みなのかおをみせてくださいね。

だいじょうぶでしょうか。リーダーたちはすごくしんぱいしています。 

 

「そのとき、イエスは」１２にんをよびよせ、ふたりずつくみにしてつかわすことにされた。

そのさい、けがれたれいにたいするけんのうをさずけ、たびにはつえ１っぽんのほかなにも

もたず、パンも、ふくろも、またおびのなかにおかねももたず、ただはきものははくように、

そして「したぎは２まいきてはならない」とめいじられた。またこうもいわれた「どこでも、

あるいえにはいったら、そのとちからたびだつときまで、そのいえにとどまりなさい。しか

し、あなたがたをむかえいれず、あなたがたにみみをかたむけようともしないところがあっ

たら、そこをでていくときに、かれらへのあかしとしてあしのうらのほころをはらいおとし

なさい」１２にんはでかけていって、くいあらためさせるためにせんきょうした。そして、

おおくのあくれいをおいだし、あぶらをぬっておおくのびょうにんをいやした。 

 

みなさんは、どこかへでかけるときに、かならず、もっていくものをかばんにつめて、にもつをつくりませ

んか。おかねももちろんもっていきますね。それであんしんしてでかけられますね。 

きょうのふくいんしょでは、イエスさまがでしたちにまったくはんたいのことをいっておられます、せんきょ

うに（かみさまのおしえをつたえに）でかけるとき、つえ１っぽんのほかはなんにももたず、パンもふくろ

も、おかねも、ただはきものをはくように、きがえももっていかないように。 

なぜでしょうか。 

それはつぎにかいてあります。「あるいえにはいったら、そのとちからたびだつまで、そのいえにとどまり

なさい。ずっとそのいえにおせわになりなさい。イエスさまがいいたいのは、ほんとうのかみさまのことを

つたえようとするときに、ひつようなものは「あるくこと」「ひとにであいにいくこと」じぶんからそれぞれ

であいひとにかみさまのことをつたえなさいと、イエスさまがおしえてくださるようなきがします。 

わたしたちのまいにちのせいかつのことをかんがえなさいといわれているようなきがします。ただ「イエ

スさまのおしえをつたえよう」とのかくしんがないとつたえられないし、またいちにちじゅうイエスさまを

ほったらかしにして、どうしてつたえられましょうか。イエスさまはずっといっしょにいますのに、しらんか

おしていませんか。あああ・・・きょうかいがっこうこーなーをよんでいるみなさん、まず、いのりをわすれて

いませんか、イエスさまはずっといっしょにいてくださることをいちにちのあいだ、どれぐらいおぼえてい

る、かんじているのでしょうか。あなたのまわりにだれかこまっているおともだちやいろいろなひとがい

たら、イエスさまは、なにをするようにとすすめられているのでしょうか。まずここからはじめることがひつ

ようだとおもいます。そしてまわりのおともだちがあなたのやさしさでこころがあたたかくなり、やっぱり

どこかちがうとかんじられるとき、あなたイエスさまとかみさまのしごとをしていることになります。 



どうですか。イエスさまのしごとをするのは、うれしいことですよ！。 

 

 

うえのえをぬりましょう。またしたのえには、うえのえにないものにいろをぬりましょう。 

 

イエスさまは 12 ⼈を呼
よ

び寄
よ

せました。 

ふたりをくみにしせんきょうにだされました 


